








長 崎 村 家 守 構 想 ～ な が さ き 村 再 耕 戦 略 ～ 　 

　長崎村家守構想は、増え続ける豊島区東長崎エ
リアの遊休不動産や公園・広場をどんどん活用し、
その空間を楽しく、心地よく、魅力的にリノベー
ションする。そして、そこに面白い人と農業を軸
とした生業を集積することにより、個性のある村
として再生させる試みである。 

＜課題＞ 
・家賃が高く子育て世帯が定住 
　できない 
・空き家、空き店舗 
・活用されない公園・広場・ 
　歴史的建造物 
・子の遊び場、母親たちの 
　集える場がない 
・密集市街地 

「人」を中心とした 

個性のある村へ！！ 

コンセプト 

　このコンセプトは、まちの中に点在する空き家や公園などの遊休不動産を活用
して住まいや農業、働く場を作り出し、「欲しい暮らしは自分たちで手に入れ
る」クリエイティブな住民をまちに呼び込み、都会の中で農業が息づく村として
再生するものである。 

な が さ き 村 再 耕 戦 略 

「 遊 休 不 動 産 の 活 用 」 × 「 地 域 資 源 の 活 用 」 
× 「 密 集 市 街 地 の 解 消 」 × 「 新 し い 住 ま い 方 の 提 案 」 

＝ こ こ で し か で き な い 農 住 近 接 の 暮 ら し 

テー

マ 

■公民それぞれの主な役割 
・長崎村家守構想づくり、仕掛けづくり 
　は豊島区がリード役 
・実際の事業は、民間が手を挙げて、 
　これを豊島区がサポート 
（ex：社会実験の実施、融資制度構築 etc.） 

　公民連携を図りながら多種多様な事業をできるものか
らどんどん進める。 

長 崎 村 家 守 構 想 ～ な が さ き 村 再 耕 戦 略 ～ 　 

○リノベーションスクールの開催 
○DIY スクールの開催 
　→DIY住宅に興味を持つ人が実体験 
　→自分の住まい方へのイメージづくり 移住 
○公園・地域資源の活用 
　→元々牧場だった「はらっぱ公園」を「牧場」へ 
○密集市街地の解消 
　→空き家を解体（解体ワークショップ）、 
　　跡地を「農地」へ 
○新たな体験型・都市型農業の確立 
　→農業ワークショップ 就農（兼業農家） 
　→古民家等を活用し直売所・カフェへ 

・オーナーの意識改革、人材育成 
・ＤＩＹ希望者の定住（住まいの低価格化） 

・自然とふれあいたい子育て世帯の定住 

・空き家の農地化により防災空間確保 

・区職員の区内居住率の向上 

・地元雇用の創出 

・子どもの遊び場・親子の集いの場を創出 


